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公公去る２０１０年６月１０日、長浜別院を会場に

女性室公開講座長浜会場が開催されました。

教区の公開講座実行委員による寸劇がおこなわれ、

女性と男'性が因習などにより縛られている現実を、

笑いを交えて表現されました。

その後、酒井義一氏(東京教区東京5組存明寺住職)の講義を受けました。
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女惟室公開講座長浜会場１４

<開催趣旨〉

当地が歴史の中で培ってきた「土徳」は、

私たちにお念仏の教えを伝え、導いてくれます。

しかしながら、ここで住むことに

息苦しさを感じるのはなぜでしょうか。

今回の公開講座の開催にあたって、

｢私たちが共に束縛から解放される道」を

問い尋ねていきたいと思います。
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講師

東京教区東京５組存明寺住職
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こ
の
度
の
寸
劇
、
酒
井
義
一
さ
ん
の
講
演
か
ら
、
今
、

尾
崎
一
雄
著
の
「
虫
の
い
ろ
い
ろ
」
の
中
に
あ
る
ノ
ミ

の
話
を
思
い
出
し
ま
す
。
小
さ
な
丸
い
ガ
ラ
ス
玉
の
中

に
、
ノ
ミ
を
入
れ
て
下
か
ら
ぽ
ん
ぽ
ん
と
叩
き
ま
す
。

す
る
と
、
ノ
ミ
は
鯖
い
て
パ
ッ
と
跳
び
上
が
り
ま
す
。

当
然
か
ち
ん
と
頭
を
ぶ
つ
け
ま
す
。
す
る
と
、
ノ
ミ
は

だ
ん
だ
ん
賢
く
な
っ
て
（
？
）
考
え
ま
す
。
自
分
は
跳
ぶ

の
が
本
当
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
ど
う
も
違
う
。
跳
ぶ

と
い
う
の
は
間
違
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
を
何
度
も

繰
り
返
す
と
、
ノ
ミ
は
も
う
跳
ば
な
く
な
り
、
最
後
は

ご
そ
ご
そ
と
歩
く
習
性
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
私
た
ち
も
ま
た
「
社
会
」
と

い
う
名
の
ガ
ラ
ス
玉
の
中
で
、
ぽ
ん
ぽ
ん
と
叩
き
、
叩

か
れ
、
習
慣
づ
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
多
々
あ
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
お
互
い
が
縛
り
、
縛
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
跳
ば
な
い
ノ
ミ
の
よ
う
に
、
本
来
性
を
失
っ
て
生

き
て
い
る
の
が
、
実
は
私
で
あ
る
と
教
え
ら
れ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
今
後
、
「
共
に
解
放
さ
れ
る
道
を
求

め
て
」
を
当
教
区
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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長
浜
教
区
で
行
わ
れ
た
女
性
室
公
開
講
座
は
、
実
行

委
員
に
Ｂ
名
の
坊
守
会
ス
タ
ッ
フ
が
加
わ
り
ま
し
た
。

９
回
の
委
員
会
が
も
た
れ
る
中
で
、
テ
ー
マ
は
「
私
は

縛
ら
れ
る
人
？
縛
る
人
？
～
共
に
解
放
さ
れ
る
道
を

求
め
て
～
」
に
決
ま
り
、
講
師
は
東
京
教
区
の
酒
井
義

一
先
生
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

問
題
提
起
と
い
う
意
味
で
、
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
寸
劇

を
す
る
と
え
え
な
あ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
担
当
を
公

開
講
座
実
行
委
員
の
中
か
ら
坊
守
会
ス
タ
ッ
フ
が
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
あ
た
い
へ
ん
で
す
。
ど
う
し
ょ
う
、
ど
う
し
ょ
う

と
言
い
な
が
ら
、
委
員
会
で
の
話
の
中
か
ら
４
つ
の
内

容
に
し
ぼ
り
、
①
座
席
班
ｌ
座
る
順
に
つ
い
て
②
車

班
ｌ
住
職
が
乗
る
車
に
つ
い
て
③
外
出
班
ｌ
女
性

は
外
出
し
に
く
い
の
か
に
つ
い
て
④
男
性
班
ｌ
男

性
目
線
か
ら
。
配
役
を
決
め
、
大
道
具
、
小
道
具
作
り
、

前
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
、
本
番
寸
前
ま
で
変
更
に
次
ぐ
変

更
、
そ
し
て
本
番
で
す
。
百
余
名
の
参
加
者
に
大
う
け

で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
寸
劇
、
よ
か
っ
た
わ
ぁ
」

が
圧
倒
的
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
坊
守
会
の
大
き
な
力

と
な
り
ま
し
た
。
ほ
ん
ま
、
お
お
き
に
で
し
た
。
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第
１
部
の
寸
劇
で
は
、
普
段
の
生
活
の
中
で
感
じ
る

何
気
な
い
会
話
や
行
動
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
笑
い
の
中
に
も
、
あ
た
り
ま
え
と
し
て
き

た
「
女
性
だ
か
ら
」
「
男
性
だ
か
ら
」
と
い
っ
た
窮
屈

で
息
苦
し
い
と
感
じ
る
事
も
あ
れ
ば
、
湖
北
地
域
独
特

の
素
晴
ら
し
い
「
土
徳
」
を
領
き
な
が
ら
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
「
土
徳
」
の

素
暗
ら
し
い
面
を
、
こ
れ
か
ら
の
世
代
に
継
承
し
て
い

け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

引
き
続
き
第
２
部
の
酒
井
義
一
さ
ん
の
講
演
で
は
、

「
連
鎖
す
る
縛
り
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
例
え
る
と
虐
待
を
受
け
た
人
は
、
自
分
の
子
ど
も

を
虐
待
す
る
と
い
う
連
鎖
を
生
み
出
す
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
虐
待
は
世
間
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で

す
が
、
虐
待
を
受
け
た
子
は
嫌
な
思
い
を
自
分
の
子
に

さ
せ
る
と
い
う
連
鎖
行
動
に
と
て
も
鯖
き
、
子
を
持
つ

身
と
し
て
関
心
を
も
ち
ま
し
た
。
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一新スタッフ紹介
中川和子(なかがわかずこ）

私は自坊の事Ｉ情から女性住職になりました。

女性室主催の「女性住職の集い」に参加して、

女性の住職には色々なケースがあることに正直

驚きました。また女性室スタッフになって、男

女平等が何かも全く見えないで暮らしていたこ

とに初めて気がつきました。

女性住職の現場は女性であるがゆえに大変な

面が伴います。法事の合間に法衣のまま子ども

のご飯を作り、夜の枕経では自動車に５人の子

どもを詰め込んで出かけ、「ごえんさん、子ども

さんが騒いでますが…」の声に「気にせんとい

て下さい」と応え、「現代版.子連れ狼､だれ。

車に旗立てたら」と友人に笑われる等々・

性差別の問題に関わるようになって、気づく

ことは大事なことだと知りました。自分の差別

心にびっくりすることもいっぱいあります。駆け

出しですが宜しくお願いします。
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京都市下京区烏丸通七条上ル常葉町

おｌ'あう
壷い謹う』とば…

theoriginこの広報誌の名前である『あいあうｊは、
親瀞聖人によって書かれた『教行情証j(顕浄土真実教行証文類)｢行巻｣のえ

「今みなまた会して､これ共Iこあい値えるなり」【真宗聖典一五九頁】
という言禁から名づけられました。

「遭遇うこと難し」とか｢遇いがたくして今遇うことを得たり」という言葉もありますが、

いずれにしましても出遇いのよろこびが表わされているのでしょう。

日々の生活にあって、わたしたちが"生きる”ということを考えたとき、

それは､いろいろな人と声をかけあってこそ

“生きる”ということがなりたっているといっても過言で､はありません。

しかし､時にその声が届かなかったり、行き違ったり、

そのためにいろいろな出会いをしていながら、

まわりの人を見失っているのではないでしょうか。

いま、その出会いそのものに出遇いなおすことによって、

自然に向きあうことのできるつながりを回復していきたい。

『あいあう』という言禁にはそんな願いがこめられています。

あい､あう、女性室では活動を通して

さまざまな出会いを積み重ねていきたいと思います。
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女'性宰の活動｡u｢actMtie，
哩冥タツ妻派退

く2010年〉

１１月１７日高田教区男女平等参画を考える会へ講師として参加

く２０１１年〉

２月１６日女性と仏教・東海ネットワーク例会への参加

６月１５日能登教区教化委員会への参加

１０月３日大垣教区「現代の課題に学ぶ学習会」への参加

１１月３日メンズカウンセリング協会総会への参加

１１月１６日女性と仏教・東海ネットワーク例会への参加

１２月７日女性室公開講座大垣会場事前スタッフ会への参加

１２月１８日メンズカウンセリング協会事例検討会への参加

託、

編集後記fromeditor

２０１１年８月１日付けで女性室主任を命ぜられま

した。いただいた大切な場で精一杯努めたいと思い

ます。

女性室の業務に関わるようになって、改めて家庭

での家族との関わりということを考えています。「休

みの日にはご飯も作るし、子どもとお風呂に入ってオ

ムツも替えるのにまだまだ足りないのだろうか…」

などと、思いついたことはちょっとお手伝いした程度

のことで、いつの間にか自分を「よき夫」にするこ

とばかりに力が入っていました。

妻や子どもの表Ｉ情､言葉､色々な感情表現に対して

きちんと耳を、心を傾けているのかというと、確かに

対話することから逃げている時がたくさんあります。

子どもを寝かしつけようとすると、私の布団から

必ず逃げていってしまうのは、「家庭での本当の関わ

りができていないからなのかな」と自省しつつ、女

I性室の関わりの中で学んでいます。どうぞよろしく

お 願 い し ま す 。 （ 里 雄 亮 意）

、謹閲調座

５月１０日

会場：総会所

テーマ：なにが受け継がれてきたのか、

なにを受け継いでいくのか

講師：梶原敬一さん

シンポジウム：尾畑潤子さん､平田玲子さん、
梶原敏一さん

■男女両性で形書蔓毒教団毒鐘ざす趣議会

１０月４日

会場：研修道場
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